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いわゆる「 きのこ形」のきのこでは、かさの形や

状態もよく観察しましょう。かさの形には、まんじ
ゆう形、平ら、中高の平ら、漏斗形、円錐形、鐘形
などがあります。生長するにつれてかさも開いて形
態も変化しますので注意しましょう。また、かさの

表面のぬめり(粘性 )・ いぼ・条線(131買 参照)・ さ
さくれなどもチェック・ポィントです。

刃状のものが多いので

すが、粗いもの、密なも

の、針状のものなどいろ

いろあります。イグチ類

やサルノコシヵヶ類のき

のこのひだは管孔 (131
頁参照 )と いわれ、小さ

な孔がたくさんあいてい

ます。

かさを支える部分で

す。太さや長さ、色のグ

ラデーション、裂いてみ

た状態など観察するポイ

ン トはいろいろありま

す。柄の中身があるもの

(中実)と ないもの(中空)

があります。

かさの周辺や柄のう

えについている膜片。

もとは幼菌時のきのこ

のひだ部をおおつてい

た膜て、生長すると破

れてつばとな ります。

永存性のもの、早落性

のものがあります。

幼菌時に全体をおおってぃた膜。

きのこが成長したときに、柄の基

部やかさの表面に残つています。

きのこの種類や成長の程度によっ

て、袋状のもの、痕跡のみのもの

などがあります。

一
き
の
こ
の
つ
く
０
と
名
称
き
の
こ
を
観
察
す
る
に
あ
た

つ
て
、
基

本
的
な
き
の
こ
の
つ
く
り
を
覚
え
て
お
き

ま
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
な
じ
み
の
深
い

「き
の
こ
型
」
の
も
の
を
載
せ
ま
し
た
が
、

き
の
こ
は

「
き
の
こ
型
」
に
限
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
き
の
こ
に

ょ

っ
て
は
こ
れ
ら
の
特
徴
を
も
た
な
い
も

の
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
に
か
わ
る
多

様
な
機
能
を
も
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
よ
く

観
察
し
て
み
ま
し
よ
う
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キノコの生活環の一例

じて (子冥層妊 )
つ断面の模式図。

―

|く
(ヨ
昌圏E

2次薗糸の各部に球状の
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① 落ち葉を分解する菌糸 落ち葉の分解にはキ
ノコばかりでなく、多くのカビ (糸状不完全

菌)の仲間が関与している。カビはます、葉

の中の単糖や少糖などの利用しやすい化合物

を分解し、キノコはその後に主にセルロース

やリグニンなどを分解する。

写真 中井寿―(OP)

くくカビを利用したチー

ズ ナチュラルチーズの
熟成にはカビが重要な役

割を果たし、表面にアオ

カビを生やした種類もあ

る。写真右はそうしたチ

ーズのかけらを電子顕微

鏡で見たもので、第 状の

ものはアオカビの分生子

柄。       写真
左 :K Karnow(P)

右 :Sclence Photo

■ibrarv(P)
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